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東山見公民館
TEL・FAX 8 2 - 5 4 7 1

人　口 男 801人
女 886人

合計 1,687人
世帯数 653戸

（令和7年5月1日現在）
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第73回

庄川観光祭

　6月7・8日（土・日）快晴のお祭
り日和の中、庄川観光祭が庄川
地区一円でありました。

御神燈点燈式

各戸練廻し

舟戸橋上の花火観覧席

ヨサコイ演舞庄川音頭



令和7年度　東山見公民館運営専門部会委員名簿

令和６年度 東山見公民館収支決算書
（令和6年4月1日〜令和7年3月31日）

収入の部� （単位：円）
項　　目 予算額 決算額 増　減 摘　　要

１．助成金 250,000 230,000 △ 20,000 東山見地区自治振興会より

２．公民館運営事業委託料 800,700 800,700 0 砺波市より公民館運営事業委託料

３．雑収入 71 10,283 10,212 門松作り会費・利息等

４．繰越金 298,929 298,929 0 令和5年度より

合　計 1,349,700 1,339,912 △ 9,788

支出の部� （単位：円）
項　　目 予算額 決算額 増　減 摘　　要

１．事業費 770,000 495,888 △ 274,112

総
務

二十歳を祝う会 110,000 83,378 △ 26,622 庄川4地区合同

左義長 50,000 30,000 △ 20,000 実施の町内へ　5,000円×6地区

広 広報発行費 280,000 283,120 3,120 『広報東山見』（年3回発行）

文
化
福
祉

講座・講習 30,000 19,658 △ 10,342 門松作り

文化祭 70,000 19,732 △ 50,268 ふれあいまつり（作品展）

敬老会 50,000 50,000 0 福祉推進協議会（敬老会助成）

講演会 10,000 10,000 0 高齢者学級（敬老会講演会等）

青 青少年活動推進 170,000 0 △ 170,000 バス旅行（中止）

２．会議費 20,000 6,504 △ 13,496 飲料・会議室使用料

３．運営費 300,100 321,268 21,168 公民館保険・インターネット代・複合機助成金等

４．施設設備管理費 60,000 40,000 △ 20,000 施設使用料（電気、水道含）4ヶ月分

５．負担金・委託料 190,000 191,200 1,200 市公連・協議会費・体育振興会等

６．予備費 9,600 20,000 10,400 事務所移転の手伝いお礼

合　計 1,349,700 1,074,860 △ 274,840

（収入）1,339,912 － （支出）1,074,860 ＝ 265,052（次年度へ繰越）

■ 総務部会
◎ 佐藤　正和 扇割　　昇 小川　純也

了安　清史 舟戸　卓也 山下　正治
藤崎　清志 南部　賢一 斉藤　輝夫
守屋　　勉 神下　昌也 太田　和也
上野　　勉 橋場　　奨 大岡　恵介

■ 広報部会
◎梅﨑　徹雄 齋藤　久志 小川　律子

但田富美男

■ 体育部会
◎齋藤　義宗 中川　博子 斉藤　祐太

■ 文化福祉部会
◎齋藤　久志 梅﨑　徹雄 小川　純也

野村　直史 南部　耕一 米道　　透
藤崎　清志 齋藤　義宗   二口　龍彦
野村　孝司 但田富美男 　足原　郁生
神下　勇介 橋場　　奨 佐藤　正和

■ 青少年部会
◎齋藤　幸恵 中原　拓哉 吉岡　晶一

（◎は部長）
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デ
イ
ホ
ー
ム
あ
す
な
ろ 

＆

 

東
山
見
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

東
山
見
ペ
タ
ン
ク
大
会

東
山
見
ペ
タ
ン
ク
大
会

4
月
27
日（
日
）、午
前
8
時

か
ら
東
山
見
公
民
館
前
で
東
山

見
地
区
ペ
タ
ン
ク
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、晴
天
に
恵
ま
れ
、今

年
は
小
学
生
か
ら
90
歳
の
方
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

6
チ
ー
ム
で
優
勝
を
目
指
し

て
、熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、応

援
や
歓
声
が
沸
い
て
い
ま
し
た
。

最
後
の
戦
い
の
頃
に
は
皆
さ

ん
疲
れ
が
出
て
き
て
い
ま
し
た

が
最
後
ま
で
頑
張
ら
れ
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

入
賞
し
た
チ
ー
ム
を
中
心
に

し
て
、6
月
の
市
民
体
育
大
会

へ
出
場
し
て
も
ら
い
ま
す
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

　
優
勝　
南
部
野
Ｃ

　
二
位　
南
部
野
Ａ

　
三
位　
体
育
振
興
会

地
域
の
高
齢
者
の
方
の
交
流
の
場「
デ
イ
ホ
ー
ム
あ
す
な
ろ
」

は
砺
波
市
唯
一
の
デ
イ
ホ
ー
ム
と
し
て
開
設
さ
れ
て
25
年
余

り
に
な
り
ま
す
。令
和
６
年
８
月
に「
庄
川
町
児
童
館
遊
戯
室
」

（
旧
東
山
見
保
育
所
）に
引
っ
越
し
、毎
週
金
曜
日
午
前
９
時
半

か
ら
健
康
寿
命
を
延
ば
す
体
操
を
す
る
な
ど
、気
軽
に
集
え
る

憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
7
年
度
か
ら
は
、東
山
見
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
と
し

て
、５
月
、８
月
、11
月
、２
月
の
第
一
金
曜
日
午
前
10
時
か
ら

相
談
会
と
し
て
、ご
近
所
の
情
報
交
換
の
場
を
設
け
ま
し
た
。

我
が
家
、ご
近
所
の
困
り
事
、何
で
も
民
生
児
童
委
員
、人
権

擁
護
委
員
等
が
相
談
に
の
り
ま
す
。

ま
た
、ご
依
頼
が
あ
れ
ば
砺
波
市
役
所
、社
会
福
祉
協
議
会

の
職
員
が
対
応
致
し
ま
す
の
で
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

デイホームあすなろ
庄川町児童館遊戯室 

 （旧東山見保育所）

毎週金曜日  午前9時30分〜 
　百歳体操、噛みカミ体操 等
毎月 第１金曜日  

　 東山見公民館との共同行事、出前講座、 
お楽しみ会、糸数公民館長による講話 
 ほか

５月、８月、11月、2月第 １金曜日  
　午前10時〜 
　東山見社会福祉協議会事業相談会

3 ひがしやまみ　第62号



東
山
見
地
区
自
治
振
興
会
長�

�

宮
窪
　
大
作

東
山
見
公
民
館
長�

�

糸
数
　
寛
宏

町
内
会
長�

（
小
川
原
）�

�

扇
割
　
　
昇

�

〃�

（
金
屋
住
宅
）�

�

小
川
　
純
也

�

〃�

（
原
出
）�

�

了
安
　
清
史

�

〃�

（
舟
戸
）�

�

舟
戸
　
卓
也

�

〃�

（
京
坂
）�

�

山
下
　
正
治

�

〃�

（
畑
直
）�

�

藤
崎
　
清
志

�

〃�

（
中
屋
敷
）�

�

南
部
　
賢
一

�

〃�

（
田
畑
・
岩
黒
）�

�

斉
藤
　
輝
夫

�

〃�

（
西
野
々
）�

�

守
屋
　
　
勉

�

〃�

（
清
水
）�

�

神
下
　
昌
也

�

〃�

（
南
部
野
）�

�

太
田
　
和
也

�

〃�

（
小
牧
）�

�

上
野
　
　
勉

�

〃�

（
湯
山
・
湯
谷
）�

�

橋
場
　
　
奨

�

〃�

（
落
シ
・
名
ヶ
原
）�

�

佐
藤
　
正
和

�

〃�

（
金
屋
新
）�

�

大
岡
　
恵
介

東
山
見
地
区
体
育
振
興
会
長�

�

齋
藤
　
義
宗

東
山
見
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
長�

�

齋
藤
　
正
樹

交
通
安
全
協
会
東
山
見
支
部
長�

�

琴
坂
　
　
樹

東
山
見
福
祉
推
進
協
議
会
長�

�

西
野
　
純
夫

東
山
見
森
林
振
興
会
長�

�

京
部
　
昭
一

東
山
見
地
区
緑
化
推
進
協
議
会
長�

�

中
村
ひ
と
み

砺
波
市
消
防
団
東
山
見
分
団
長�

�

吉
藤
　
英
克

砺
波
市
土
地
改
良
区
金
屋
地
区
委
員
長��

小
川
　
修
司

令
和
７
年
度　

各
種
団
体
代
表
の
み
な
さ
ん

４
月
27
日（
日
）、庄
川
児
童
館
に
お
い
て
、東
山
見
地
区

自
治
振
興
会
及
び
自
主
防
災
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
町
内
会
長
、各
種
団
体
代
表
、役
員
等
の
出
席
の
も
と
、

令
和
６
年
度
事
業
報
告・収
支
決
算
及
び
会
計
監
査
報
告
、役

員
改
選
、令
和
７
年
度
事
業
計
画
案
及
び
収
支
予
算
案
の
議

案
が
審
議
さ
れ
、い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
体
制
で
令
和
7
年
度
も
、地
域
の
安
全
安
心
と
活
性
化

に
向
け
諸
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

総 会

町内会長連絡会
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自
治
振
興
会

　  
自
主
防
災
会
総
会
の
開
催



令和6年度�東山見地区自治振興会�収支決算書
（令和6年4月1日 ～ 令和7年3月31日）

【収入の部】� （単位：円）
項　目 予算額 決算額 増　減 摘　　要

１．会費 610,000 609,000 △ 1,000 会費　＠1,000×609戸

２．交付金 1,720,000 1,716,548 △ 3,452 砺波市地区振興育成交付金等

３．諸収入 70,008 609,526 539,518 定期預金解約残、複合機負担金、普通預金利息等

４．繰越金 213,692 213,692 0 前年度より

合　計 2,613,700 3,148,766 535,066

【支出の部】� （単位：円）
項　目 予算額 決算額 増　減 摘　　要

１．活動助成金 1,120,000 994,636 △ 125,364 東山見公民館、東山見地区体育振興会等

２．負担金 202,000 187,000 △ 15,000 砺波市環境保健衛生協議会等

３．会議費 50,000 16,392 △ 33,608 各部会会議費、会議室等使用料

４．事務費 1,090,000 1,121,272 31,272 事務手当、複合機リース料、通信費、事務用品等

５．慶弔費 50,000 65,305 15,305 戦没者慰霊祭、100歳祝い等

６．備品購入費 30,000 0 △ 30,000

７．施設管理費 60,000 120,000 60,000 事務所使用料

８．予備費 11,700 0 △ 11,700 特別会計定期預金

合　計 2,613,700 2,504,605 △ 109,095

（収入）3,148,766円 － （支出）2,504,605円 ＝ 644,161円（次年度へ繰越）

令和６年度�東山見地区自主防災会�収支決算書
（令和6年4月1日 ～ 令和7年3月31日）

【収入の部】� （単位：円）
項　　目 本年度予算 決算額 増　減 備　　　　考

１．会　費 305,000 304,500 △ 500 各町内世帯より（500円×609戸）

２．諸収入 56 370,127 370,071 砺波市防災資機材等整備緊急支援事業補助金、通帳利息等

３．繰越金 171,744 171,744 0 前年度より

合　　計 476,800 846,371 369,571

【支出の部】� （単位：円）
項　　目 本年度予算 決算額 増　減 備　　　　考

１．消防団助成 150,000 145,000 △ 5,000 東山見分団、操法大会、年末警戒、出初式

２．防災用具等 100,000 395,802 295,802 トランシーバー、バッテリー、ソーラーパネル、非常食

３．防災訓練 50,000 38,613 △ 11,387 炊き出し材料、ガスボンベ、水道料等

４．会議費 30,000 40,204 10,204 会議室使用料、会議用飲料、役員会等

５．事務費 50,000 51,322 1,322 通信費、印刷、事務用品等

６．啓蒙活動費 26,000 0 △ 26,000

７．予備費 20,800 0 △ 20,800

８．無線機更新積立 50,000 50,000 0 各町内配備の無線機更新用

合　　計 476,800 720,941 244,141

（収入） 846,371円 ― （支出） 720,941円 = 125,430円 （次年度へ繰越）
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東
山
見
地
区
緑
化
推
進
協
議
会　

中
村 

ひ
と
み
　

東
山
見
地
区
緑
化
推
進
協
議
会
は
、各
種
団
体
長
5
名
と
グ
リ
ー
ン
キ
ー
パ
ー

15
名
で
構
成
さ
れ
、現
在
は
畑
直
町
内
に
あ
る「
ひ
が
し
や
ま
み
ガ
ー
デ
ン
」の

花
壇
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

昨
年
夏
に
旧
東
山
見
保
育
所
に
振
興
会
や
公
民
館
の
事
務
所
が
移
転
し
ま
し

た
。秋
に
前
を
通
っ
た
ら
保
育
所
時
代
の
花
壇
が
放
置
さ
れ
て
雑
草
が
気
に
な
り
、

砺
波
市
の
担
当
者
や
児
童
館
の
職
員
に
相
談
し
て
花
壇
整
備
を
す
る
事
に
し
ま

し
た
。

手
始
め
に
事
務
所
に
近
い
花
壇
を
球
根

や
余
分
な
土
を
除
き
フ
ラ
ッ
ト
に
し
、防
草

シ
ー
ト
を
敷
き
ま
し
た
。
芽
が
出
て
い
た

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
・
ク
ロ
ッ
カ
ス
・
水
仙
な
ど

の
球
根
は
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
込
み
ま
し
た
。

ま
た
、昨
年
11
月
に
植
え
込
ん
だ
樽
型
の
プ

ラ
ン
タ
ー
を
東
山
見
ガ
ー
デ
ン
か
ら
4
個
運
び
入

れ
ま
し
た
。

東
山
見
自
治
振
興
会
の
総
会
の
日
に
は
、満
開
の

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
パ
ン
ジ
ー
が
花
を
添
え
て
い
ま

し
た
。

5
月
に
は
、高
砂
会
館
の
温
室
で
プ
ラ
グ
苗
か
ら

育
て
た
花
苗
を
植
え
ま
し
た
。
夏
の
ラ
ジ
オ
体
操

に
住
民
の
皆
さ
ん
が
集
ま
る
時
に
、色
と
り
ど
り
の

花
が
迎
え
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
一
部
の
み
の
整
備
に
な
り
ま
し
た
が
、少

し
で
も
東
山
見
地
区
住
民
の
方
が
気
持
ち
良
く
利

用
し
て
頂
け
る
た
め
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
未
来
へ
つ
な
ぐ 

春
の
神
事

一
昨
年
12
月
不
幸
に
も
放
火
に
よ
り
全
焼
し
た
小
川
原

八
幡
宮
の
社
殿
再
建
に
向
け
、3
月
22
日（
土
）地
鎮
祭
が
厳

か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。再
建
を
機
に「
小
川
原
八
幡
宮
」

の
名
称
を
、古
来
の

呼
び
名
で
あ
る「
金

屋
八
幡
宮
」へ
と
正

式
に
戻
し
ま
し
た
。

新
た
な
社
殿
は
、従
来
の
規
模
か
ら
や
や
縮

小
し
、今
後
の
維
持
管
理
や
地
域
の
人
口
動

向
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
神
社
と
し
ま
す
。

社
殿
の
完
成
は
令
和
7
年
8
月
を
目
標
と
し

て
お
り
、秋
季
例
大
祭
に
合
わ
せ
て
の
奉
祝

慶
賀
祭
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、金
屋
神
明
宮
に
お
い
て
も
、老
朽
化

お
よ
び
地
震
被
害
が
あ
り
大
規
模
修
繕
を
行

い
ま
す
。
3
月
26
日（
水
）に
は
そ
の
奉
告
祭

が
、春
の
祈
年
祭
に
合
わ
せ
て
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
令
和
7
年
8
月
の
完
成

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

春
の
穏
や
か
な
陽
光
の
中
、二
社
そ
れ
ぞ

れ
に
祈
り
を
捧
げ
る
神
事
が
営
ま
れ
、地
域

の
人
々
の
信
仰
と
絆
を
再
確
認
す
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。新
た
な
門
出
に
向
け
て
、今
後

と
も
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

花
壇
を
一
新

八
幡
宮・神
明
宮 

再
建
と
修
繕
へ

神職による四方祓で敷地を清める鍬入れの儀

ひがしやまみ　第62号 6



3
月
18
日（
火
）

庄
川
小
学
校
卒
業
式
で
は

36
名
が
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た

4
月
8
日（
火
）

庄
川
の
桜
が
満
開
の
も
と

庄
川
小
学
校
で
20
名
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た

7 ひがしやまみ　第62号

庄川小学校

卒業式
3月18日㈫

入学式
4月8日㈫



　令和7年度の庄川小学校運動会は、雨天
のため一日順延となりましたが、5月18日

（日）の朝は好天に恵まれ、創校60周年を記
念する大会が開催されました。
　今年のテーマは「仲間と団結！〜キラキ
ラ笑顔で優勝を目指そう〜」。児童たちは、
仲間との絆を深めながら、笑顔あふれる姿
で各競技に全力で取り組みました。

準備運動

綱引き

皆で庄川音頭

創校60周年記念エール

玉入れ

運を味方に

優勝青団 二連勝！

庄川おろし

徒競走

ひがしやまみ　第62号 8

庄川小学校 創校
60周年記念

運動会
令和7年 5月18日㈰


